
門池コミュニティ推進委員会 地域振興プロジェクトチーム

門池コミュニティ推進員会の会長の諮問機関「地域振興PJチーム」。組織を横断して人材を集めて平成30年
発足し、事に迅速柔軟に対応するため、部会にはせずチームという形にし、コア10名サポート10名の構成。

所在地:静岡県沼津市岡一色字門池７８８－７
ホームページアドレス;kadoike.localinfo.jp/
連絡先：電子メール:dcpc.kadoike@gmail.com 電話:055-929-0770  FAX:055-929-077

団体概要

門池公園利活用促進事業 社会実験

予約制・らくらく手ぶらでバーベキューを楽しもう！

https://kadoike.localinfo.jp/


目的 ビジネスの手法により地域の課題を解決し地域を元気にする取り組みである

人口減少時代を迎え、地域コミュニティの希薄化が社会課題となっている。
課題解決には、市民が集まる魅力のある憩いの場・交流の場を設け、活用・継続していくことが重要である。
この事業の舞台となる門池公園は、門池連合自治区域内にある沼津市の公共施設。地域コミュニティ主体のイベント等が季節ごとに開催され、
沼津市民及び地域住民の憩いの場として活用されてきたが、更なる活用と財源の確保などが求められていた。
沼津市役所都市計画部緑地公園課は、「沼津市パークマネジメントプラン」を策定し、地域コミュニティ主体による、市民のための公園活用、
収益性のある公益的事業に基づく公園経営の仕組み構築を推進し公園の利活用を下支えしている。
それを受け、門池地区コミュニティ推進委員会は、コミュニティビジネスの視点でのイベントを再構築し、将来に向けて地域コミュニティ自
主運営管理による公共性・収益性・継続性の実現可能性を高めようとこの事業を企画した。沼津市企画部地域自治課から助成金を受けること
で財源を確保し、また近隣の企業「スーパーカドイケ」と連携し、自主運営に必要な基盤を整備していった。
これまで自治会費・寄付金等で単独企画展開してきた年間行事と異なり、沼津市の「民間支援まちづくりファンド」事業の助成金等他財源を
活用して門池公園の利活用促進事業を実施した。住民ニーズの高かったバーベキューを、門池地区コミュニティ推進委員会主催「門池で手ぶ
らでバーベキューを楽しもう‼」として開催した。

事業概要 「門池で手ぶらでバーベキューを楽しもう 」

平成30年に同市で「パークマネジメント」が施行され、自治会長研修等で門池公園の利活用促進事業として「バーベキュー事業」が浮上。翌
年「沼津市民間支援まちづくりファンド」を資金に、地区のシンボル門池公園での「完全手ぶらスタイル」バーベキュー事業を夏から開始す
る。
期間：令和元年7月21日～8月31日 10:00～15:00 場所：門池地区センター 価格：1テーブル4人基本料金 税込8,000円
１テーブル（４名）8,000円定額制とし、分かり易い値ごろ感を設定した。完全予約制としたことで、仕入れロスをゼロにし適正人員配置を計
画できた。 本企画が地域振興に寄与し、有志の絆を深耕したことは、とても有益なことです。平日の利用は少なかったもののお盆と土日は
完売した。スタッフは有償ボランティアとし、32営業日の稼働率は53%、営業利益率も黒字となり概ね良好。
利用者の特性は、子ども会、消防団、家族、高校生部活仲間、シニアクラブなど様々。夏は、門池地区の住民の利用が多く。翌春は全市、近
隣市町村からの利用者があった。台風等の影響でキャンセルもあったが、見込み通りの収益を達成することができ大きな成果をあげることが
できた。



手法・方法・スケジュール
参加者

7月21日 ボランティア説明会 6月5日 緑地公園課との打ち合わせ 福田・川島 6月1日 門池コミHP・FB掲載 ・北小林のカブト虫博士

門池水質検査 6月10日 緑地公園課に届け出 福田 6月1日 門池合同定例会にて組回覧依頼 7月27日 門池の環境とカブト虫の生態系
7月28日 門池まつり舞台づくり 6月13日 運営推進委員会議 全員 6月2日 ポスターの掲出(公園・地区センター) ・門池歴史研究家

8月1日 門池合同定例会 6月14日 企画推進会議 川島・大澤 6月5日 沼津市FB、広報掲載依頼 7月28日 門池の歴史を学ぼう!
8月7日 沼津市社会福祉大会 6月16日 草刈り・剪定 村松・三井 6月5日 プレスリリース20社投げ込み ・特定非営利法人　樹木いきいきプロジェクト

8月11日 高専・環境調査隊!学習会 マニュアルの作成 川島・大澤・佐々木 6月7日 沼津市FB公式サイト掲載 8月10日 門池の環境保全と樹木草について
8月16日 はつらつ教室 6月24日 資機材買い物 川島・大澤・佐々木 6月7日 沼津朝日「予約」記事掲載 ・沼津工業高等専門学校

地区社協定例会 6月28日 保健所届け出 川島・宮本・大澤・佐々木 6月13日 各自治会公民館にポスター掲出依頼 8月11日 門池環境調査隊!
8月18日 保護司会市民コンサート 消防署届け出 川島 6月26日 FMぬまづ公開放送!13:08ON AIR ・沼津ホタル保護研究会

8月21日 門池まつり反省会 近隣あいさつ廻り 川島 7月7日 門池まつりプログラムに同封 8月17日 門池の環境とホタルの生態系
8月25日 納涼会 7月1日 予約状況・人員計画表の確認 全員 7月15日 広報ぬまづ告知記事計画掲載 ・沼津市保護司会

8月27日 三役会 7月2日 ユニフォーム配布 全員 7月20日 沼津市民間支援まちづくりファンド活動発表会 8月18日 市民コンサート
8月31日 手ぶらでBBQ打ち上げ 7月4日 保健衛生責任者講習会 福田 7月25日 静岡新聞夕刊記事掲載(全県版) ・ボランティァガイド

7月7日 BBQシミュレーション 全員 8月24日 門池の自然と地域遺産を巡る
マニュアル解説・修正 全員

7月21日 ボランティア説明会 全員

門池地区主な行事 企画運営活動記録 広報活動 夏休み体験学習



手法・方法・スケジュール

稼働率 63% 　　稼働日数 32 日 　稼働率 41.9% テーブル 160



成果指標と結果 事業効果

・広報活動を積極的に実施したので、フェイスブックのリーチは８００に及び静岡新聞２回、沼津朝日２回掲載、広報ぬまづ7月15日号に掲
載、ＦＭぬまづ公開放送など全市に知られた。

・営業数値も概ね良好。土日の予約は７月中に満席完売。お盆休みも予約が順調で平日の予約の伸びが悪かった。
・別途、本企画は地域振興に寄与すると共に、地域の絆の深耕にも寄与した。
・32営業日で稼働率53％営業利益率も黒字となり概ね良好。
・利用者の特性は、子ども会、消防団、家族、高校生部活仲間、シニアクラブなど様々。夏は、門池地区の住民の利用が多く。翌春は全市、
近隣市町村からの利用者があった。

・台風等天候・新型コロナの影響でキャンセルもあったが、見込み通りの収益を達成することができ大きな成果をあげることができた。
・将来、門池の地域コミュニティを自主運営するためのコミュニティビジネス化へつなげる可能性を示した。



今後の課題・これからの展望（今後の活動予定）・自己評価

◆沼津市で初めての地域住民主体のコミュニティビジネスによるパークマネジメントを目指すものであり大きな期待がもたれている事業であ
る。今後、市民・団体・企業・行政の協働まちづくりネットワーク構築のために、門池地区関係団体とのパートナーシップの締結を進める
必要がある。

◆今後の方針として
１）年間を通じたにぎわい・交流を目指した公園運営
２）公共空間やサービスの質の向上に貢献する継続的な収益事業実施に向けた仕組みの構築
３）地域主体による公園活用のルール作りと維持管理活動の実施。

将来的にはコミュニティビジネス事業収益の一部を水辺の景観・施設整備などに充てることで、地域活性化と持続可能な地域コ
ミュニティの形成を同時に図っていく予定である。

４)  新たなコミュニティ活動としてコミュニティビジネスを創発することで、地域振興に寄与し、持続可能なコミュニティを形成する
機会を創り、次世代の地域リーダーの養成を図る。

◆具体的方策として
・平日の予約可能日の設定、例えば、平日は木金の予約のみとする。
・大人・小人の施設利用料の明記、追加人数を精算するものとする。
・土日に予約が集中するので10:00～13:00と14:00～17:00入れ替え制の検討
・会場設営係り・片づけ係り・見守り係りの役割を明確にし、最少人員で作業効率を高める。
・２０１９.１０月、門池創業塾を開催する。目的は、本企画のブラシュアップと創業起業支援セミナー、アイデアコンテストの開催
より次の取組みを検討する。

・２０２０．３末、花見バーベキューを計画
・２０２０．８月、東京オリンピック観戦と手ぶらでバーベキューを合体し、寺小屋(夏休み子ども体験学習)とオープン学習スペース等
の地区センターと公園の利活用を最大にする。

◆自己評価
・持続可能なコミュニティ活動を形成するために、収入源を単に自治会費に依存するのではなく、自主財源の創造が重要であるとの思いから、
コミュニティビジネスを志向して、有償ボランティアを地域に浸透させることができたことである。
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